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平成23年 度地域コミュニティ事業補助金実績報告について

申請団体名 なごみの会

事業名 楽山亭活性化事業

事業の実施期間 着手 平成 23年 5月 1日 完了 平成24年 2月 20日

事業の主な実施

場所
楽山亭

補助金額 263 000円

事業の内容

【目的】

与板地域の歴史的建造物「楽山亭」を文化活動の場として定期的に開放

することで、地域住民の身近な交流の場としての認識を芽生えさせ、与板

地域の活性化を図る。

天地人通りや町の駅との地理的な関連性に着目し、観光スポットとして

の一
体感や魅力を高め、与板地域の活性化につなげる。

歴史的建造物で日本の伝統的文化を体験できることに価値を見出し、個

人の教養を深めると同時に世代を超えた交流を図る。

【内容】

5月 (2回実施):呈 茶、万業かるた、奥の細道かるた

古典の名歌、名句を遊びながら覚えられるという体験。

(来場者延べ42名 )

6月 (4回実施):呈 茶、投扇興、万葉かるた、奥の細道かるた、百人一首

地域の文化団体「白妙会」と連携して実施。江戸時代の

粋で優美なお座敷遊び「投扇興Jを体験。(来場者延べ

126名 )

7月 (3回実施)i呈 茶、ミニ聞香、啄木かるた、いろはカルタ

誰も体験したことのない「聞香」を基礎からガイダンス。地

域外からの参加もあつた。子どもが楽しめるかるたも取り

入れた。(来場者延べ102名 )

8月 (3回実施):呈 茶、読み聞かせ、初めてのお手前体験、いろはカル

タ、良寛紙芝居

「子ども特集Jの月として実施。(来場者延べ102名 )

9月 (2回開催):呈 茶、論語カルタ、きものリフォーム展(20～30日 )

「きものリフォーム展Jは地域内外の人々に日コミで伝わ

り大人気であった。(来場者延べ753名 )

10月 (2回開催)!呈 茶

観光協会のイベシト「天地人行列」、「お船の里町歩きJ

に参加し、呈茶を行った。(来場者延べ237名 )



10月 23日 !イ ベント聞香 「秋の香J

講師を招き本格的な聞香イベントを開催。(参加者45名 )

1月10日～2月20日 :写 真展 「なごみの会の活動をふり返つて」

北越銀行与板支店にて開催。

事業の実施によ

る効果

<き ものリフォーム展>

きものリフォーム展は日ヨミで伝わり、布を通して女性のパワーを感じる

ことができた。地域の女性の隠れた才能をBき 出すイベントとして、今後

可能性が大きい。

<子 ども特集>

地域で子どもを育てることを目的に企画し、世代を超えた交流が図れ

た。「初めてのお手前体験」では、子ども達が正座してお手前をする姿

に、文化を伝承することの大切さを実感した。

く聞香イベント「秋の香」>

楽山亭にゆかりのある「聞香Jを初めて実施するということで、多くの

人々から注目された。市政だよりや市のホームページをはじめ、町の駅た

より、やつばよいたらて通信などに活動情報が掲載され、情報を発信でき

たことは有意義であった。

く事業全体を通して>

,定期的に楽山亭が開放され、様々な催しが開催されていることが認識さ

れるにつれて、地域住民の来場が増えた。また「町の駅」との連携も効果

を発揮して、地域外からの来場者も増加し、観光スポットとしての期待が

高まった。(参考:平成22年 度来場者数約700名 、平成23年 度来場者数

約1,300名)
・なごみの会会員がガイドとなって楽山亭、積翠慮、十

一
面観音などにつ

いて解説することFこより、与板地域の歴史的な価値を印象づける効果が

大きかった。

今後の課題

地域住民が今後も継続的に楽山亭に足を運び、交流の場、学びの場、

癒しの場として親しんでもらうために、この活動を継続していきたい。その

ためにはボランティアの増員などボランティア活動のあり方、運営方法の

見直しが必要である。

魅力ある活動を継続していくFこあたり、地域のニーズに応える企画や特色

のある企画の立案が必要。い力寸こして新しい感覚を取り入れ、若い世代

を参加させるかが課題である。

与板地域の文化や楽山亭の価値をより多くの人々に知ってもらうために

は広報活動が不可欠である。市政だよりなど、経費を抑えても効果の大き

い手法を槙索し、より広く情報発信をしたい。

観光協会主催の行事に協賛して当会の活動を行つた実績を更に発展、

拡大し、地域のために有意義な活動を展開したい。



活動の様子

呈茶

投扇興 かるた遊び

着物リフォーム展

聞香イベント 北銀写真展


